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秋に稲ワラを鋤込みするか、春耕時に堆肥を施用した上で、化学肥料を慣行栽培の８割に減らしたコシヒカリのエ
コファーマー基準による会津の水稲栽培(会津エコ米栽培）の生育の特徴と収量を検討した。

このエコ栽培は施肥窒素あたりの玄米生産効率の高い栽培法である。

前記の栽培法は穂数が少なかったが、１穂粒数が多くm2当たり籾数は慣行栽培と同等に確保され玄米収量
は慣行栽培並から上回る結果が得られた。また苗箱施肥では穂数および１穂粒数が多くm2当たり籾数32,000
粒が確保され増収した。

窒素成分を８割に減らした肥効調節型肥料の春施用と、7割弱に減らした肥効調節型肥料の局所施肥（苗箱
施肥）では、初期の生育は劣るが、7月中旬以降慣行栽培並の生育量が確保される。

窒素成分の低減分を有機肥料または鶏糞堆肥で補うことで地域慣行栽培と同等の生育経過でほぼ同程度の
収量が確保できる。
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